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「未来は過去にある」――そんな言葉があります。私た

ちがこれから向かう未来のヒントは、これまで積み重ねてき

た歩みの中にあるという考え方です。1971 年の『コンクリー

トパイル』創刊号、1989 年の『COPITA』創刊号に目を向

けると、当時の業界が抱いていた使命感や、社会資本整備

にかける強い思いが読み取れます。

低振動・低騒音工法の開発、狭隘地での施工技術の確

立、確実な支持力の発現、高品質化や施工自動化、さらに

は物価問題への対応など――いずれも社会課題に正面から

向き合い、協会員が一致団結して解決に挑んできた姿勢の

表れです。私たちは常に、「社会の要請に応える」ことを原

動力としてきました。

こうした原点を見つめ直すと、現在の“時代の要請”もまた、

過去の延長線上にあることが分かります。日本は世界有数

の地震多発国であり、社会インフラの耐震性確保は常に最

優先課題とされてきました。そしていま、自然災害の激甚化

に加えて、DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進、カー

ボンニュートラルの実現、さらには人材不足の深刻化といっ

た、かつてない多層的な課題が同時に押し寄せています。

2024 年 1月の能登半島地震では、旧耐震基準の建築

物を中心に甚大な被害が発生しました。我が国にはいまだ

旧耐震基準の建物が散在し、建物が倒壊すれば避難路や

輸送路を塞ぎ、救助や支援活動に深刻な支障をきたします。

緊急輸送道路沿いの老朽建築物を対象とした耐震改修・

建替えの推進に向けて、当協会としても行政と連携し取り組

む必要があります。

また、建物の基礎や杭に関する情報が不十分で、構造

評価や復旧計画に時間を要したケースも報告されています。

杭の種類・寸法・施工記録などが正確に残されていなければ、

安全性の評価は困難であり、災害対応の妨げともなります。

設計から施工、維持管理に至るまでの一貫した情報管理体

制を、業界全体で確立していくことが求められています。

こうした課題に対し、デジタル技術の活用は大きな鍵とな

ります。電子帳簿保存法の義務化を契機に、施工記録や

資材情報の電子化・一元管理が進んでいます。最近では、

杭材に QRコードを貼付し、現場で即座に情報確認ができ

る仕組みの導入も進行中です。さらに、BIM/CIM の活用

によって、設計・施工・維持管理にわたるライフサイクル情

報の統合運用が可能となりつつあります。これにより品質管

理の高度化はもちろん、災害時の被害把握や復旧判断の

迅速化にも大きく貢献することが期待されます。

同時に、カーボンニュートラルへの対応も喫緊の課題です。

パイル業界においても、製造・施工の両面で環境負荷を低

減する取り組みが進んでいます。原材料の見直し、再生資

源の活用、環境配慮型施工法の導入などがその一例です。

今後はコストや施工性だけでなく、「環境性能」が新たな競

争力となる時代が到来します。脱炭素という社会全体の要

請に対して、私たちは主体的に応えていく覚悟が求められて

います。

また、人材の確保と育成も、業界の持続可能性を左右す

る重要なテーマです。少子高齢化が進むなか、若手技術者

の育成や技能継承は待ったなしの課題です。加えて、現場

の生産性向上を実現する省力化・省人化技術の導入も不可

欠です。自動化機器や効率的な施工システムの活用は、労

働力不足の緩和と現場の安全性向上の両立に寄与します。

当協会では、技術講習会の開催や資格制度の拡充を通じ

て技術力の底上げを図るとともに、女性や外国人材が安心

して働ける職場づくりを推進し、多様な人材が活躍できる業

界を目指しています。

パイルは、目に見えないところで社会を支える存在です。

その役割は、社会インフラの「基盤」として、これからます

ます大きくなっていくでしょう。災害への備え、環境への対応、

技術の革新、人づくり――これらすべての課題に、私たち

は業界をあげて挑戦し続けなければなりません。

未来を切り拓くために、過去から学び、現在を見つめ、

変化を恐れずに前へ進む。私たちは、パイルという“見えな

い基盤”で社会の未来を支えていきます。「社会の期待に

応え続ける業界であるために」――協会員の皆さまとともに

一致団結して、新たな一歩を踏み出してまいりましょう。
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